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論文内容の要旨 

 

喫煙は、悪性新生物をはじめ心疾患や脳血管疾患など、わが国における死因の上位にあ

る疾患の発症のリスク要因である。そのため、平成 25年から始まった「健康日本 21（第二

次）」では、喫煙率減少の目標値が定められ、「特定健診・特定保健指導」においても積

極的な禁煙指導が実施されている。冠動脈疾患発症と低 HDL コレステロール（HDL-C）には

関連があることがわかっており、喫煙により HDL-C が低下することが動脈硬化性疾患のリ

スク因子であることの要因である。HDL-C は、喫煙や体重増加により減少すること、飲酒や

運動により増加することが報告されており、様々な生活習慣により変化することがわかっ

ている。しかし、種々の生活習慣と HDL-C との関係性はよく分かっておらず、多様な生活

習慣を持つ人々の生活習慣と HDL-C との関連は十分には検討されていない。例えば、喫煙

は HDL-C を減少させることが報告されているが、喫煙者における飲酒および運動が HDL-C

を増加させるかは不明である。一方、禁煙は HDL-C の増加につながることはわかっている

が、体重が増加することも報告されており、禁煙後の体重増加も動脈硬化性疾患リスクと

の関係性が懸念されている。 

本研究では、男性の健康診断結果および健康診断時の問診票の記載内容から、HDL-C と喫

煙習慣、飲酒習慣、運動習慣の相互の関係性および禁煙継続や喫煙開始による影響を検討

することを目的とした。本研究の結果から、わが国における禁煙者の割合を増やし、今後

喫煙を開始しようとする人の減少および喫煙率を減らしていくための示唆を得ることがで

きると期待される。 

第 1章は、動脈硬化性疾患の予防における HDL-C の役割および、HDL-C は、BMI、体重、

腹囲の増加および喫煙に伴い減少することを示し、HDL-C と生活習慣改善との関係性につい

てまとめた。 



第2章では、2008年度に健康診断を受診した飲酒習慣のある男性4,668名を対象に、HDL-C

と HDL-C に影響を与えることがわかっている喫煙、飲酒、運動習慣と BMI における相互の

関係性について横断研究を行った。分析は、HDL-C を従属変数、年齢、BMI、飲酒量、喫煙

本数、運動習慣を独立変数として重回帰分析を行い、非喫煙群における結果と比較検討し

た。喫煙群および非喫煙群ともに、飲酒や運動による HDL-C 高値への関連は認められたが、

BMI 高値による HDL-C 低値への影響が最も大きかった。飲酒や運動の HDL-C への影響を得る

ためには BMI を減らすことが重要であることが示された。また、喫煙本数が多い程 HDL-C

は低値を示しており、喫煙本数を減らすことおよび禁煙を優先させることが、喫煙群にお

ける HDL-C の早急な改善に最も重要であることを示した。 

 第 3章では、男性喫煙者における飲酒開始と禁煙が体重および HDL-C に与える影響につ

いて明らかにするため、2008 年度と 2009 年度の 2年間連続して健康診断を受診し 2008 年

度の問診で飲酒習慣無しと回答した男性 10,765 名を対象とし検討した。分析は一般線形モ

デルによる分散分析を用いた。喫煙者は、禁煙により体重増加は認められたが HDL-C は有

意に増加していた。一方、飲酒開始は HDL-C に影響を与えなかった。飲酒は HDL-C を増加

させることが報告されているが、喫煙者においては飲酒開始による HDL-C 増加の影響はな

かった。 

 第 4章では、禁煙継続や喫煙再開による体重、腹囲および HDL-C への影響を明らかにす

るため、2008 年度から 2011 年度の 4年間連続して健康診断を受診した男性 18,289 名を対

象とし、禁煙継続や喫煙開始後の喫煙継続など喫煙習慣の変化が 4年間の体重・腹囲・HDL-C

の経年的変化に与える影響を検討した。分析は一般線形モデルによる分散分析を用いた。

禁煙による体重および腹囲の増加は、禁煙後 1年程度で有意に増加しており海外の報告と

同様であったが、増加量は海外に比較して少なかった。通常、体重や腹囲が増加すると HDL-C

は減少し動脈硬化の危険性が高まると考えられているが、禁煙後の HDL-C は体重や腹囲の

増加に関わらず有意に増加した。また、喫煙開始により一時的に体重は減少したが腹囲に

は有意な変化はなかったことより、喫煙開始による体重減少は内臓脂肪の減少にはつなが

らない可能性があることを明らかにした。 

 第 5章では、本研究を総括した。 

 本研究は、禁煙を数年間継続することでさらなる HDL-C 増加が認められることを示して

いる。HDL-C は様々な生活習慣に関連しているが、禁煙による増加の影響が最も大きく、禁

煙の継続により漸増する。HDL-C の増加は動脈硬化危険因子の予防につながることから、早

期の禁煙、禁煙の継続を促すことの重要性を支持するものである。 

 

  



論文の審査結果の要旨 

 

 喫煙は、わが国における死因の上位にある疾患の発症のリスク要因であり、「健康日

本 21（第二次）」では喫煙率減少の目標値が定められている。喫煙により HDL-C が低下す

ることが動脈硬化性疾患のリスク因子であることの要因であるが、HDL-C は、様々な生活習

慣により変化し、種々の生活習慣と HDL-C との関係性はよく分かっていない。禁煙は HDL-C

の増加につながることはわかっているが、体重が増加することも報告されており、禁煙後

の体重増加も動脈硬化性疾患リスクとの関係性が懸念されている。本研究では、男性の健

康診断結果および健康診断時の問診票の記載内容から、HDL-C と喫煙習慣、飲酒習慣、運動

習慣の相互の関係性および禁煙継続や喫煙開始による影響を検討することを目的とした。 

第 1章では、動脈硬化性疾患の予防における HDL-C の役割および HDL-C は、BMI、体重、

腹囲の増加および喫煙に伴い減少することを示し、HDL-C と生活習慣改善との関係性につい

てまとめた。 

 第 2章では、2008年度に健康診断を受診した飲酒習慣のある男性を対象に、HDL-Cと HDL-C

に影響を与えることがわかっている喫煙、飲酒、運動習慣と BMI における相互の関係性に

ついて横断研究を行った。喫煙群および非喫煙群ともに、飲酒や運動による HDL-C 高値へ

の関連は認められたが、BMI 高値による HDL-C 低値への影響が最も大きかった。 

 第 3章では、男性喫煙者における飲酒開始と禁煙が体重および HDL-C に与える影響につ

いて明らかにするため、2年間連続して健康診断を受診した男性を対象とし検討した。禁煙

により体重増加は認められたが、HDL-C は有意に増加していた。一方、飲酒開始は、HDL-C

に影響を与えなかった。 

 第 4章では、禁煙継続や喫煙再開による体重、腹囲および HDL-C への影響を明らかにす

るため、4年間連続して健康診断を受診した男性 18,289 名を対象とし、禁煙継続や喫煙開

始後の喫煙継続など喫煙習慣の変化が 4年間の体重・腹囲・HDL-C の経年的変化に与える影

響を検討した。禁煙による体重および腹囲の増加は、禁煙後 1年程度で有意に増加してお

り海外の報告と同様であったが、増加量は海外に比較して少なかった。禁煙後の HDL-C は

体重や腹囲の増加に関わらず有意に増加した。 

 第 5章では、本研究を総括した。本研究は、禁煙を数年間継続することでさらなる HDL-C

増加が認められることを示している。HDL-C は様々な生活習慣に関連しているが、禁煙によ

る増加の影響が最も大きく、禁煙の継続により漸増する。HDL-C の増加は動脈硬化危険因子

の予防につながることから、早期の禁煙、禁煙の継続を促すことの重要性を支持するもの

である。 

本研究は、今後の禁煙対策に寄与することが期待されることから、審査員一同は、博士

（学術）の学位論文として価値あるものと認めた。 

 


